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要 旨

Thedemandofgrainshasbeenincreasinginthe

globalscalemainlyinethanolproductionfrom

starchygrain,humanfoodinChinaanddevelop-

ingcountries. Thereforelocallyavailablefood

by-productsarebecominggrowinginterestto

farmersfortheircattlefeeding.Thisstudywas

conductedaimingtoincreasetheknowledgeon

usinglocallyavailablefoodindustrialby-products

（SSCandVBC）.

UsingNaCl,（contentinSSC）even2% of

medium,effectivelyinhibitedthegrowthofLAB

whichisgenerallyinvolvedinsilagefermentation.

Among4types（Lactobacillusplantarum,Lactococcus

lactis, Leuconostoc mesenderoides and Pediococcus

acidilictici）ofLABspeciesL.plantarumwasmore

sensitivetoNaClascomparedtootherthree

speciesofLAB.ThegrowthofClostridiumbutyricun

wasalsopositiveinhibitedinthemediumandthe

growthwasbecamealmosthalfwhen4% NaCl

wasaddedinthemedium.Theyeastsgrowthwas

inhibitedbytheadditionofNaClinthemedium

butyeastsspeciesweremoreresistanttoNaClas

comparedtoLABandbutyricacidbacteria.

Theadditionofpelletfrom SSCandVBCin

TMRsilageloweredthelacticacidandbutyric

acidproduction,decreasedLABnumberforshort

timeoffermentation.ThepelletadditioninTMR
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silagewasnegativeeffectonthetotalnumberof

yeasts.IncreasinglevelofpelletofSSCdecreased

lacticacidconcentration,andnoorlowbutyric

acidconcentrationaftershorttimeoffermenta-

tion.

Inthisstudy,researchhasbeencarriedoutfor

dietevaluationinvitrogasproductionandrumen

fermentation.TheinvitrogasandVFAproduc-

tionwashigherinconcentratethaninSSCand

VBCwhenincubatedasasolediet.Whereas,in

vitrogasandVFAproductionwasnotdifferentin

theTMRsilage-baseddietwhen15%（oftotaldiet

asDM basis）concentratewassubstitutedwith

SSCandVBC.Researchwasalsocarriedoutwith

invivodigestibilityandrumenfermentationwhere

thedietpreparedassameasinvitroexperiment.

ThedigestibilityofDMandCPintherumen,post

rumenandtotaltract,rumenpH,VFAandNH3

-N concentrationandbloodmetabolicprofiles

weresimilaringrowingsteersfedTMR silage-

baseddietsupplementedwithSSCandVBC.

Fromthepresentresearch,thefollowingconclu-

sionsweredrawn:1）2% asFM basisoftheme-

diumNaClwaseffectivelycontrolledthegrowth

dynamicsofhomo-andhetero-fermentativeLAB,

butyricacidbacteriaandyeastsspeciesinthe

medium.2）InthefermentationofTMRsilage,

20%ofFM basisofpelletofSSCwasmoreeffec-

tivetoenhancethefermentationincontextoflow

lacticacidandnobutyricacidconcentration.3）In

theingredientevaluation,concentratewasbetter

ingredientascomparedtoSSC andVBC.4）

Finallyinthedigestibilitytrialorinthediet

evaluation,SSCandVBChavethesimilarvalue

asconcentrateinTMR silage-baseddietand

would beused assubstitute/alternativefeed

resourcesforruminantsat15%onDM basis.
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要 旨

ヤマトアシナガバチの社会構造の解明を行うた

め，計5コロニーを野外網室で飼育し，ワーカー

羽化から繁殖階級羽化まで，巣上の各個体の行動

をビデオカメラで記録し（1コロニーは目視観察

のみ），行動の解析を行った．また，巣の発達状

況も記録した．各コロニーのワーカーは4～8頭

で，1コロニーを除き第1ブルード（最初のワー

カー羽化日から8日後までに羽化したワーカー）

と第2ブルード（最初のワーカー羽化日から9日

以降羽化したワーカー）に区別した．観察期はF

期（第1ブルードのみ巣に存在），T期（F期終

了から第 2ブルード最終個体羽化まで），M 期

（第1，第2ブルードの全個体が巣に存在）に分

け，観察期ごとに解析し，観察期の違いの影響も

調べた．

まず，創設女王とワーカーの間の優劣関係を調

べた．一般に，アシナガバチの個体間の優劣は，

対象2個体の優位行動（優位個体は，劣位個体に

対し噛みつき，突進を行う）の多寡によって決め

られるが，尻振り行動（優位個体ほどその頻度は

高い）と産卵行動（通常最優位個体のみが産卵）
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も考慮した．尻振りと産卵は，創設女王が観察期

間を通して独占し，ワーカーから優位行動をほぼ

受けなかったので，創設女王は最優位を維持して

いると考えられた．しかし，独立創設のアシナガ

バチで一般的に見られる順位制における女王の特

徴（女王はどのワーカーよりも優位行動を最も頻

繁に行う．女王は優位行動をワーカーの中で最も

優位な個体に最も高い頻度で向ける）をF期で

は部分的，M期では完全に欠いた．M期では，

創設女王は優位行動を優位ワーカー群ではなく，

劣位ワーカー群へ頻繁に行った．2コロニーで創

設女王が亡失した．その後，最優位ワーカーが産

卵を開始した．亡失した2頭の亡失前の尻振り頻

度は，他の創設女王がその頻度を最後まで維持し

たのに対し，コロニー発達に伴い減った．これは

尻振り頻度が活力シグナルとなることを示唆する．

女王を引き継いだワーカー（交代女王）は，他ワー

カーに対し優位を維持したが，尻振りの頻度は少

なく，ワーカーの一部は産卵を行った．

次に，ワーカー間の優劣関係を調べた．F期は

老齢優位，M期は若齢優位の傾向を示した．し

かし，F期の最老齢とM期の最若齢のワーカー

が最優位になるとは限らなかった．優劣順位の上

位個体ほど優位行動を頻繁に行った．M期の大

部分のワーカーは，直下の順位のワーカーに対し

て最も頻繁に優位行動を示したが，F期ではその

傾向は見られなかった．老齢優位から若齢優位へ

の転換を説明するため以下の仮説を提唱した．コ

ロニー発達初期は，ワーカーは，女王の子の養育

に全員が協力し，順位も経験が優先されて老齢優

位となる．しかし，コロニー発達が進むにつれ創

設女王が弱り，ワーカーによる引継ぎ確率が増す

ため，若齢ワーカーは，女王の子を養育するより，

交代女王になり自身の子を産むという戦略を採る

ため，養育に非協力となり優位になることに精力

を傾ける．

ワーカー間の労働配分は，F期では，幼虫への

肉質物給餌と成虫間の液状物提供以外の労働では，

4コロニー中3コロニーでワーカー間に労働頻度

の差があったが，優劣順位はその頻度と関係がな

かった．M期の劣位ワーカー群（主に第1ブルー

ド）は内役と外役の全ての労働に従事し，優位ワー

カー（第2ブルードの大部分の個体）は通常は内

役だけを行ったが，内役の多くの労働の頻度は，

劣位ワーカー群より低かった．これは，子の養育

のほとんどを，劣位ワーカー群が引き受けたのに

対し，優位ワーカー群は，体力の温存のため養育

に非協力であったことを示す．

1日あたりのコロニー肉質物採集頻度は，5齢

幼虫数の増加と共に増加した．これは，女王，ワー

カーの優位行動によって肉質物採集が促されて達

成されてはいなかった．つまり，優位行動頻度と

肉質物採集頻度との間に正の関係はなかった．ワー

カーは，肉質物採集前に育房点検をすることが多

かった．また，育房点検の後，肉質物採集に出る

確率は，5齢幼虫数が多いとき高くなった．これ

より，ワーカー自身が育房点検によりコロニーの

餌要求量を知り，それに応じて肉質物採集頻度を

決めていると考えられる．

女王の優位行動の機能を探るため，優位行動の

頻度と，巣内の各発育段階の個体数，あるいは，

肉質物受け取り，液状物受け取り，育房点検など

の各行動の頻度との関係を調べた．卵数が多いと

優位行動頻度は増え，逆に5齢幼虫数が多いと減

少した．優位行動と他の行動の頻度との間に有意

な関係は見いだせなかった．このため，女王の優

位行動の機能をはっきり特定できなかった．しか

し，卵はワーカーによって食卵を受けやすく，それ

を警戒するため，あるいはワーカーの一部（優位

個体）が食卵するのを残りのワーカー（劣位個体）

に防ぐようにと，劣位ワーカー群に警戒信号を出

すため，優位行動を行っているのかもしれない．
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要 旨

森林生態系には多種多様な微生物が生息してお

り，その中には樹木との腐生，寄生，共生関係の

構築を通して，森林の安定性や多様化の促進に寄

与するものが知られている．内生微生物に関する

知見の多くは農業，園芸分野の観点から草本植物

を対象に蓄積されてきたが，木本植物を対象にし

た研究は大きく立ち遅れている．木本植物を対象

に内生微生物の多様性と存在様式を解明すること

は，今後の森林管理の技術基盤として利活用する

ための端緒となる．本研究では，創薬としてまた

生きた化石として注目されるイチョウと，我が国

の温帯域で生育するコナラ属樹木（コナラ，アラ

カシ）に内生する微生物の種の認識とその多様性

に関する生態学的研究を行った．具体的には，

1）イチョウに由来する内生糸状菌の種多様性

と経時変化

2）コナラ，アラカシの葉に由来する内生細菌

類の多様性と宿主特異性

3）コナラの地上部と地下部に由来する内生放

線菌類の分離，同定

に大別される．

1）イチョウに由来する内生糸状菌の種多様性と

経時変化

イチョウに生息する内生糸状菌を健全な葉，

葉柄，当年生枝から分離を行い，9種類の菌類

の培養に成功した．得られた菌種の出現頻度に

もとづく多様性指数によって，葉と葉柄の内生

菌類は当年生枝のものより多様であり，両者の

間で共有される種類は少ないことが示唆された．

内生菌の出現は器官ごとに有意に異なり，上位

2種の最優占種において，Phyllostictasp.が葉

から，Phomopsissp.が枝から最も多く検出され

た．いずれの器官においても，内生菌の相対的

な出現頻度は経時的に有意に異なっており，葉，

葉柄に由来する菌は経時的に増加し，枝由来の

ものは通年認められた．これらの結果は，内生

菌が器官特異的な分布をしており，内生菌の感

染，定着には季節性を有することが示唆された．

2）コナラ，アラカシの葉に由来する内生細菌類

の多様性と宿主特異性

コナラとアラカシの実生と成木に生息する内

生細菌類の分離を1年間にわたり行った．全試

料から合計で179菌株が得られ，そのうち89.4

%（160菌株）が菌株の分子同定に用いられた

16SrDNAの部分領域の塩基配列の決定によっ

て，50%（62菌株）の菌株はBurkholderiaspp.，

22.6%（28菌株）は放線菌類と最も類似した．

検出された内生細菌類相は樹種間で明瞭な差は

認められなかったが，樹齢，採取時期によって

異なっていた．これらの結果から，Burkholderia

spp.がコナラやアラカシ葉に優占する内生細菌

であり，その優占性は宿主樹木の樹齢と季節に

よって異なることが示唆された．

3）コナラの地上部と地下部に由来する内生放線

菌類の分離と遺伝的特徴づけ

コナラの葉，枝，根系に生息する内生放線菌
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65

類を分離，同定するため，健全な実生と成木か

ら内生放線菌の分離を行った．対象として実生

の周辺土壌からの分離も行った．分離，培養に

成功した35菌株と土壌由来の8菌株は形態的，

遺伝的に Streptomyces属であると特徴づけられ

た．16SrDNA全領域の分子系統解析によっ

て，得られた内生放線菌由来の株は3つのクレー

ドに区分され，土壌由来の菌株は内生放線菌類

と同一のクレードに位置づけられることはなっ

た．内生放線菌由来の3つクレードのうち，1

つのものは地上部，とりわけ葉に由来するもの

で構成された．これらの結果はコナラに放線菌，

Streptomyces属が内生することを明示し，それら

内生放線菌は樹木地下部か地上部かで関係する

系統が異なるものと示唆された．

これら一連の結果から，木本植物内には様々な

種類の内生微生物（糸状菌，細菌）が生息してい

ることを示した．さらに樹木の葉は，多様な微生

物が生息する土壌とは異なる環境を提供しており，

それゆえ，地下部のものとは異なるユニークな内

生微生物を獲得するための重要な器官の可能性が

ある．こうした結果は，葉圏内生微生物が時空間

的に動的であり，未知で有用な生物資源としての

菌株を得るために注目すべきことを強調する．

資源循環学専攻
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要 旨

デンプン生産植物であるサゴヤシは，低pH値

とAl障害が問題となる熱帯湿地や泥炭土壌に自

生できるという特徴を持っている．しかしながら，

サゴヤシの生育特性について，幅広い土壌pHと

Al含量の条件の下で研究した例はなく，サゴヤ

シの酸性土壌抵抗性についてはほとんど明らかに

なっていない．そこで本研究では，培地pH条件

の変化に対する生育および生理反応を明らかにす

ることと，他種との比較からサゴヤシの酸性抵抗

性の評価を行うことを目的とした．

始めに，異なる土壌pH条件下で生育したサゴ

ヤシの植物組織中の養分蓄積を調査するため，タ

イ南部の土壌環境の異なる3カ所から幹形成前の

ロゼット期にある若いサゴヤシを採取し，部位別

の養分濃度を測定した．その結果，サゴヤシは様々

な酸性土壌条件において，植物体中へのAlの過

剰な流入を防ぐために回避メカニズムを機能させ

ていることが明らかになった．また，サゴヤシは

強酸性条件下でも必須元素の吸収能力を維持でき

ることが明確となり，このような特徴を有するこ

とにより，自然条件下でpH4からpH7まで幅

広い土壌環境に適応できているものと考えられた．

次に，乾物生産，光合成特性および養分吸収特

性をさらに詳細に検討するため，植物体サイズの

揃ったサゴヤシ幼植物を用い，pH5.7，4.5，3.6

の条件で水耕栽培した。その結果，pH3.6にお

いても，気孔コンダクタンスの低下によって光合
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要 旨

本論文では、特に長期不況に陥る1990年代以

降に時期を設定し、沿岸漁村地域における青壮年

「新規参入」漁業者確保の地域的条件について考

察を試みる。その際、地域漁業構造がどのように

変容し、“受け皿”となる漁村収容力を維持して

きたのか。また、青壮年労働力の参入・還流のあ

り方や着業漁種・就業形態から青壮年漁業者の存

在形態を明らかにすると同時に、地域漁業含む地

域内雇用機会が関連しながら、どのような“受け

皿”を形成しているのか、といった漁村構造全体

と青壮年の就業形態に着目し、分析を進める。本

論文の「新規参入」は、後継者の一般的な参入パ

ターンであり、90年代後半以降増加傾向にある

「還流漁業者」を中心としている。研究対象地域

として、「島嶼地域」として三重県鳥羽市神島町

を、かつての「出稼ぎ母村」として和歌山県東牟

婁郡太地町を選定した。前者は、「自営」として

の就労の場が歴史的に維持されている地域であり、

後者は「出稼ぎ型」漁村構造が崩壊し、沿岸漁業

漁村として再編成する中で、就労の場が形成され

た地域である。こうした漁村地域を対象とするこ

とによって、「新規参入」を支える“受け皿”の

「地域性」が、より鮮明となる。なお、「（漁業）

出稼ぎ型」漁村は、かつて遠洋漁業へ労働力を排

出してきた東北地方、北陸地方、高知県・鹿児島

県などに広範に見られるタイプであり、島嶼地域

も離島を含む本土周辺地域で一般的に見られるも

のである。

三重県神島町は、中京経済圏への流出人数が大

きいものの、Uターン労働力が一定数存在し、

三重県下でも青壮年漁業者の存在比率は比較的高

成速度が僅かに抑えられたものの，葉形態形成，

養分吸収および乾物生長速度が維持されることが

明らかとなった．さらに，酸性条件下でのAl濃

度の影響を調査するために，異なるAl濃度（0，

10，20，100，200ppm）としたpH3.6の培養液

でサゴヤシ幼植物を栽培したところ，Al-10ppm

処理区においては乾物生産の増大がみられた．こ

れは，PとNの吸収増加に起因しているのと考

えられた．また，サゴヤシの生育を阻害するAl

の臨界値は，培養液中濃度で200ppm付近であ

るものと考えられた．

最後に，デンプン生産ヤシであるヤタイヤシ，

サゴヤシと同じ連に属するラタンとの種間比較よ

り，サゴヤシのAl耐性能力を評価するために，

0，10，200ppmのAlを含んだ pH3.6の培養液

で3種の幼植物を栽培した．サゴヤシはAlスト

レスに対して比較的に抵抗性を持つことが判明し，

ヤタイヤシやラタンより草丈および葉の抽出速度

を維持していた．さらに，サゴヤシは全植物部位

において低いAl3＋濃度を維持し，Alは根の表層

にわずかに存在していたのみであった．これは，

Alの輸送が内皮－下皮間の細胞壁におけるスベ

リンラメラの発達により制限されたことによるも

のと考えられた．

これらの知見から，サゴヤシはAlに対して高

い抵抗性を有し，酸性条件下では主にAl排除能

に起因すると結論付けられた．
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い。この理由として、歴史的に、“いえ”の存在

が漁業就労の基盤となっており、家業継承者とし

て、青壮年漁業者還流の場が維持されている。ま

た近年、伝統的な共同体的規制が緩くなり、「既

得権」を持たない漁家の、共同漁業権漁業への参

入も可能となった。そして、島嶼であり比較的漁

場に恵まれていることに加え、伝統的な共同体的

資源規制により、資源状況が比較的維持されてき

たという要因も挙げられる。

太地町は、かつて遠洋漁業への依存度が特に高

い地域であった。だが現在、顕著な高齢化が見ら

れつつも、青壮年漁業者は一定数獲得されている。

この要因は、地域内の漁業・漁業外の就労機会が

結びつき、一定水準の収入を獲得できる場が存続

しているからである。つまり、「村張り定置網」

組合である水産共同組合や、商業捕鯨モラトリア

ム以降に開始された、追い込み網漁業、真珠養殖

業などの地域対応によって、“南鯨”還流労働力、

Uターン労働力を収容する就労機会を構築して

きた。近年は、自営層による新規漁業種類の開拓

努力なども実を結びつつある。こうして、全体と

して漁業外労働市場と比較しても遜色のない賃金

水準が実現しており、外部からのUターン労働

力を獲得できている。

以上をまとめると、90年代以降の2地域に共

通する点として、①長期的不況に伴う労働市場の

不安定化により、「家」や「家業」のある漁村地

域に還流する者が増加している②それらを収容す

る“受け皿”が創出・あるいは拡大している、と

いう2点があげられる。だが、その「受け皿」は

地域ごとに異なっている。「自営」としての就労

の場が中心的な神島では、労働力の島外流出が進

行したことから、全体的には雇用労働力の排除・

コストの削減により、個々の家族自営業的性格を

強めることで、「世帯」を基本単位とした自営漁

業経営体＝青壮年の還流・参入の場を維持してき

た。また、排他的な既存漁業とは異なる、「遊漁」

のような新たな所得確保の機会が創設され、加え

て漁業者の減少に伴い漁場に「空き」が出現した

ことから、より合理的な漁場利用に着手するよう

な主体的対応も見られる。以上のようなことから、

神島では「自営」中心の“受け皿”が維持・創設

されている。

一方、「雇用」としての就労の場が中心的な太

地町においては、地先漁業や「村張り」的定置網

などの、もともと地域内に存在した就労機会に加

え、遠洋捕鯨衰退後、新たに地域・漁業者主体で、

追込み網漁業・観光施設等、漁業にとどまらない

多種多様な就労機会を創設してきた。90年代以

降、外部労働市場の状況が悪くなる中で、「村張

り」定置網組合に顕著に見られるように、それら

の「雇用の場」としての機能が相対的に高まった。

またそれぞれを個々の条件に合わせて柔軟に組み

合わせることで、あるいは新たな漁業種類を開拓

するなどの経営努力が実り、周年の就業・一定水

準の所得確保が実現できている。つまり太地町に

おいては、90年代以降、新たな雇用機会・また

もともと地域内にあった漁業をはじめとする就労

機会が、相互に結びつくことで地域内就労の場が

形成され、「雇用」中心の“受け皿”として機能

しているのである。これらが、90年代以降の青

壮年「新規参入」を受け入れる「地域的条件」と

言えるだろう。
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要 旨

本研究は，近年，水産物の生産・消費が大きく

変化している中国の水産物の流通に着目し，特に，

水産物供給においてますます重要な位置づけある

淡水養殖魚介類を対象として，流通環境の変化，

卸売業者の集・出荷対応により，流通構造及び卸

売市場にもたらされた諸影響を明らかにすること

を目的としている。

中国の水産物供給においては，淡水養殖魚介類

の重要性が増しており，また，水産物の消費につ

いても，淡水魚消費の歴史が長く，家庭内消費に

定着している。さらに，消費の多様化に対応し，

淡水養殖魚介類の生産の多様化も進め，今後，生

産・消費の一層の拡大が予測される。

こうした状況の下で，大量に集・出荷が可能で

ある流通システムの構築が必要となり，そのため，

90年代から沿岸部，内陸部大都市をはじめ，都

市化の進展が著しい沿岸部・内陸部中小都市にお

いても次第に，水産物卸売市場が建設されるよう

になった。こうした全国範囲での卸売市場の整備

は水産物流通の大量化・広域化の環境・基盤を構

築した。しかし,卸売市場の運営・管理，取引に

関する規制，卸売業者，二次卸業者の機能などに

ついては，明確な法制度の整備が行われておらず，

一般条例程度に止まっている。卸売市場管理組織

（民間業者に委託するケースが多い）は，卸売業

者の経営活動の実態をほとんど把握していないと

いうことが現状である。

では，現実的に，流通の主体である卸売業者は，

どのような市場選択，あるいは市場対応をしてき

たのか。彼ら卸売業者の経営選択は，流通構造全

体に大きな影響を与え，また，市場再編において

重要な意味を持つと考えられる。特に，先ほど述

べたように，中国の卸売市場における再編動向は，

日本と異なり，制度的な要因による規定性が希薄

であるため，実際の取引の主体である卸売業者の

対応に規定される側面が強い。

以上の観点から，これらを対象事例としたのは，

一般的に，取り扱う商品の性格によって卸売業者

の対応が異なると考えられるため，本研究は，一

般大衆魚を中心に取り扱う市場（「蘇州市同発水

産物卸売市場」）と，高級甲殻類を中心に取り扱

う市場（「江蘇省常州市凌家塘市場」）をそれぞれ

選定し，卸売業者の集・出荷対応を中心に分析を

行うことにした。

調査対象地域は“魚米之郷”と呼ばれている江

蘇省に設定した。

具体的には，事例I「蘇州市同発水産物卸売市

場」における卸売業者の集・出荷対応は，①人口

の膨張による大量消費を背景として，場内一般大

衆魚卸売業者は養殖業者出身であることもあって，

市内産地での強い人的ネットワークを活かし，ま

た，自らの商品評価力を活かして他地域産地から

も集荷を行い，集荷力を高めている。②一方，販

売においては，元々小売業者から転換した二次卸

売業者の小売業への分荷力に依存している。③一

般大衆魚の流通は，一次卸売業者による産地養殖

業者系列化の進展による供給力の強化，加えて二

次卸売業者の小売業者の繋がりの拡大と結び付き，

多段階かつ競争的な特徴を持ちつつある。

事例II「江蘇省常州市凌家塘市場」における卸

売業者の集・出荷対応は，①養殖カニのような高
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要 旨

【緒言】

リグノセルロース資源は生態系における最重要

基盤資源であり，化石資源の重要なルーツの一つ

である。化石資源に依存しない持続可能な社会へ

の転換には，リグノセルロース資源の機能を分子

レベルで解明し，それを生態系のシステムに従い

多段階に機能性材料に応用することが必須である。

本研究では，植物細胞壁を構成する主要高分子

素材リグニンに着目し，相分離系変換システムを

用いて，樹種による天然リグニンの構造分布およ

びその機能の差異を明確にするとともに，リグニ

ンの基本骨格構造を単純分解・化学修飾すること

なく，基本構成分子鎖の組み換えによる新規リグ

ニンハイブリッドのデザインおよびそれを導く逐

次相分離系変換システムの確立を目指した。

【結果および考察】

相分離系変換システムは，リグノセルロース系

高分子複合体を，1,1-bis（aryl）propaneunitを

主構成単位とするリニア系リグニン素材（リグノ

フェノール）と可溶性炭水化物に変換し完全分離

する手法である。

天然リグニンの構造分布に関する情報を得るた

め，ベイツガ（Tsugaheterophylla），カバ（Betula

platyphylla），イナワラ（Oryzasativa）の天然リグ

ニンからリグノフェノールを誘導し，その基本分

子特性を比較解析した。ベイツガ・カバ・イナワ

ラから得られたリグノフェノールのアセトン可溶

ジエチルエーテル不溶画分の重量平均分子量はそ

れぞれ6820，4430，3430であり，樹種によって

級物は広域化流通の進展に伴い，市場間や業者間

の集出荷競争が激しい中で，卸売業者は委託集荷

から買付集荷にシフトした。また，多数の産地か

ら多種多様（サイズ別，品質別）の商品を仕入れ

ることによって，集荷力の強化を図っている。②

販売においては，より細かい商品を選別し，地域

消費ニーズに対応して商品別，規格別に商品を販

売している。また，転送を含む他地域への販売を

行うことによって，販売力の強化を図っている。

③養殖カニの流通は，場内を含む場外流通の多様

化の特徴を持ちつつある。

これらの分析により以下の点を明らかにした。

①卸売業者の経営対応によって，淡水養殖魚介

類の流通は従来の卸売市場内流通から市場外流通

を含む，多チャンネルで複雑な流通システムが形

成されるようになったこと。

②一般大衆魚は地域内流通を中心とするが，卸

売段階では産地に対する強い支配力を持つ一次卸

売業者の供給力の強化に伴い，分荷機能を担う二

次卸売業者が出現し，卸売市場を中心とする多段

階的で，競争的な特徴を持つ流通システムが形成

されつつある。こうした中で，一般大衆魚の流通

における卸売市場の役割が増していること。

③一方，養殖カニなどの高級物は広域流通の進

展に伴い，外延的拡充が進み，消費者ニーズの細

分化に対応するため，卸売業者による場外流通ケー

スや「仕入れ代行業務」が増加しつつあり，市場

外流通のあらたな形成を含む多様な流通チャンネ

ルによって商品を流通させるシステムができあが

りつつある。こうして，養殖カニなどの高級物に

ついては，地域的な流通範囲を超えて全国化しつ

つあり，卸売市場の持つ役割は市場外の流通の活

発化に伴い低下しつつあること。
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異なる分子量分布を示した。ジエチルエーテル可

溶画分は樹種を問わず重量平均分子量が1000程

度の低分子量画分であった。ベイツガ，カバそし

てイナワラからの低分子画分の重量比率は，それ

ぞれ20，40，80%を示した。これらの結果は，

高等植物であるイナワラでは脱水素重合で形成さ

れた一次分子鎖が短く，これらの分子鎖同士がベ

ンジルアリールエーテル結合によりリンクし，柔

軟なネットワークを形成していることを示唆し，

長期循環植物（樹木）と短期循環植物（草本）の

天然リグニンの基本構造形態の違いを示している。

さらに，FT-IRや 1H-NMRの結果から，ジエチ

ルエーテル可溶画分は樹種を問わず，フェノール

導入率が高いことが示された。

イナワラ天然リグニンの有する低分子量一次分

子鎖の有効活用の一環として，リグニン変換のた

めの外部求核種として位置付け，新規リグニンハ

イブリッド誘導体の設計とそれを導く逐次相分離

系変換プロセスを検討した。逐次相分離系変換シ

ステムは，イナワラ天然リグニンを一次分子鎖に

解体し，これらを求電子サイトを保持する樹木系

リグニンのCα位に求核攻撃させ、一次分子鎖レ

ベルでハイブリッド化させる連続変換手法である。

逐次相分離変換処理によりイナワラとベイツガ

から得られたリグニン誘導体は，イナワラ低分子

量ユニット当たりベイツガリグニンのモル比が増

えるにつれ，その収率，分子量およびメトキシル

基の増加が確認された。

求電子種としてカバそしてイナワラの天然リグ

ニンを用いて，樹種によるリグニンハイブリッド

形成の効果を検討した。ベイツガリグニンの平均

分子量はカバより高分子量域に分布しているが，

イナワラ（求核種）とカバ（求電子種）からのリ

グニンハイブリッド誘導体が最も高い収率と重量

平均分子量分布を示した。これらの結果は，カバ

リグニンの一次分子鎖が針葉樹のリグニン一次分

子鎖より短く，分子鎖内の分岐構造の発達が制限

されることで，ハイブリッド形成後もより多くの

区分がアセトン可溶となったことに起因する。し

かし，カバリグニンより短い一次分子鎖を有する

イナワラリグニン（求電子種）を用いた場合，カ

バを用いたリグニンハイブリッド誘導体より低い

収率を示した。この結果は，イナワラリグニンは

全体の80%がジエチルエーテル可溶区分であり，

逐次相分離変換処理後もより高い溶解性を持つこ

とに起因する。FT-IR分析結果から，イナワラ

低分子量体平均ユニット当たり求電子種のモル比

が増加するにつれ，815cm-1の導入p-cresolの隣

接2H面外変角振動に由来する吸収は，イナワ

ラとベイツガからのリグニンハイブリッド誘導体

では多少減少したが，イナワラとカバからのリグ

ニン誘導体では，減少傾向は認められなかった。

この結果は，ハイブリッド形成に，イナワラリグ

ニンに導入されたp-cresolユニットが求核種とし

て機能したこと，イナワラとカバからのリグニン

ハイブリッド体では，より多くのイナワラリグニ

ンがハイブリッド形成に関与したことを意味する。
1H-NMR分析結果も，より多くのイナワラ区分

がカバリグニンとのハイブリッド形成に関与した

ことが示された。TMA，TGA分析結果から，

求核種や求電子種の比率や求電子種の種類よって，

相転移点と耐熱性が異なるリグニンハイブリッド

誘導体が得られた。

【総括】

以上の結果から，リグニン中に存在するベンジ

ルアリールエーテルを開裂させ，系内に解放され

た一次分子鎖を他種リグニンの一次分子鎖へと求

核攻撃させることにより，異なる植物種のリグニ

ン一次分子鎖融合体（リグニンハイブリッド）が

誘導されることが示された。本法は，天然リグニ

ンを分子鎖レベルで活用する新規プロセスとして，

その応用が期待される。
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共生環境学専攻

氏名 廣住 豊一

学位記番号 生博 甲第246号

学位記授与の日付け 平成24年3月26日

学位論文題目 土壌基質構造の測定法の開発とその物理的性質の評価

論文審査委員 主査 教 授・成岡 市

教 授・加治佐隆光

教 授・酒井 俊典

准教授・石井 敦

東京農業大学地域環境科学部

教 授・駒村 正治

要 旨

土壌内部の団粒構造や間隙など土壌構造単位の

形状・大きさは，排水・保水のような土壌水の移

動，およびそれらにともなう溶質の移動などに大

きな影響を与える。このことから，土壌中の物質

移動現象の理解には，適切な土壌構造評価法の確

立が求められている。しかし，土壌構造は無機物

あるいは有機物の粒子が幾重にも折り重なり，集

合体となって形成された固相部分と，それらの隙

間に形成された様々な形状や大きさの間隙部分か

らなる。そのため，土壌構造は極めて複雑な様相

を呈し，その全容を詳述することが難しい。

そこで本論では，土壌に軟X線を透過して得

られた影像が土壌粒子および土壌団粒の配列様式，

またはそれらの重畳様式を投影した構造情報であ

ることに着目し，軟X線影像をデジタル画像に

変換し，それを解析することで土壌の固相部分を

評価する「軟X線画像法」を新たに開発し，そ

して土壌構造の分析とその中で生起する諸現象の

問題に対して，新たな解決法の可能性があること

を示唆した。

本論は，「軟 X線画像法（SXDR,SoftX-ray

DigitalRadiography）」の原理と方法，ならびに

本法を用いた土壌基質構造測定を中心に議論した。

その内容は以下のとおりである。

① 土壌構造の測定法およびそれらの特徴につい

て整理した。とくに，「軟X線映像法」による

土壌構造測定法に関する既往の研究系譜につい

て，軟X線映像法は主たる測定対象が粗間隙

構造であり，土壌基質構造の測定法の必要性を

指摘した。

② 土壌の軟X線影像が固相部分における粒子

の配列および重畳様式を投影した構造情報であ

ることに着目して本論の「軟X線画像法」を

開発した経緯を述べ，軟X線による土壌構造

の測定法に新たな展開が期待できることを示し

た。

③ 軟X線画像法の原理と方法を明らかにした。

本法は，軟X線影像をデジタル画像に変換し，

それを解析することで土壌基質構造を定量的に

表現できることを示した。

④ ガラスビーズ，セメント用川砂およびシルト

質の珪石粉末に対して軟X線画像法を適用し

た結果を示し，得られた土壌構造情報を整理・

提示し，本法を土壌構造の測定に用いることの

妥当性を示した。

⑤ 軟X線画像法による粒径測定の原理を示し，

ガラスビーズおよび川砂を試料として，軟X

線画像法によって試料粒径が測定できることを

明らかにした。

⑥ 土壌構造を評価する新たな概念として「土壌

面密度」を定義した。そして，その物理的意義

を考察し，土壌の物理的・力学的性質を示す尺

度として活用できることを示した。

⑦ 軟X線画像法による土壌面密度測定の原理

を示し，セメント用川砂，シルト質の珪石粉末，

ベントナイトおよびカオリナイトを試料として，

軟X線画像法によって土壌面密度が実測でき

ることを明らかにした。
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要 旨

異体類の種苗生産過程で今なお大きな問題であ

る体色異常の発生機構を解明し、その防止策を探

るためには、まず異体類特異的な左右非対称な体

色パターンの形成機構を明らかにする必要がある。

異体類の体色パターンは変態後半期以降に出現す

る成体型色素細胞の分布様式によって決定されて

いることから、変態期における成体型色素細胞前

駆細胞の動態を明らかにすることが左右非対称な

体色発現機構の解明の第一歩になると考えられる。

本研究では、まず第1章で、ヒラメを材料とし

て、発生過程における色素細胞系列のマーカー遺

伝子の発現解析と蛍光標識による前駆細胞の追跡

によって、仔魚期の成体型色素細胞前駆細胞の動

態を検討した。その結果、変態後の成体型色素細

胞の分布は左右非対称であるにもかかわらず、仔

魚期の前駆細胞の分布および動態は、左右対称性

を示すことがわかった。すなわち、前駆細胞は主

に背鰭基部および臀鰭基部領域に左右対称に局在

しており、この部位から体側部に向けて左右対称

に移動していくことが明らかとなった。さらに、

変態完了後、鰭基部から体側部に移動した蛍光標

識細胞が、有眼側（左体側）では、成体型黒色素

胞、虹色素胞に分化し、無眼側（右体側）では、

虹色素胞に分化することが明らかになった。

そこで、第2章では、哺乳類で色素細胞の分化

を誘導することが知られており異体類ではstage

E-Fに大量に分泌されるコルチゾルを変態期のホ

シガレイに投与することにより、前駆細胞の分化

運命に左右非対称性が生じる時期を明らかにする

ことを試みた。コルチゾル投与実験の結果、変態

期に高濃度コルチゾルを投与することによって、

本来、虹色素胞だけが分化する無眼側においても

成体型黒色素胞や黄色素胞の分化が誘導され、有

眼側と同様な複雑な紋様を形成し両面有色となっ

た。さらに、このような、無眼側における成体型

黒色素胞や黄色素胞の分化誘導は、stageE-Fに

コルチゾルを投与した場合にのみ見られ、stage

G以降の投与ではこのような効果は認められな

かった。さらに、stageE-Fのコルチゾルの投与

により、黒色素胞およびその前駆細胞特異的に発

現するメラニン形成酵素遺伝子dctの強い発現が

生物圏生命科学専攻

氏名 山田 敏之

学位記番号 生博 甲第247号

学位記授与の日付け 平成24年3月26日

学位論文題目 異体類の体色異常と色素細胞の分化に関する研究

論文審査委員 主査 連携教授・荒木 和男

教 授・古丸 明

教 授・神原 淳

⑧ 軟X線画像法による土壌基質構造測定の例

として，ベントナイトペーストの亀裂形成機構

の解析を行った。そして，亀裂の発生・発達機

構について説明し，軟X線画像法が土壌基質

構造測定に有効であることを示した。

⑨ 乾燥過程のベントナイトペーストを試料とし

て，軟X線画像法による土壌水分状態の測定

について検討した。その結果，軟X線画像法

によって液性限界および土壌水分ポテンシャル

の測定ができる可能性を示した。

これらを総括して，軟X線画像法は従来の測

定法にはない新たな視点をもって開発した土壌構

造の測定法であり，軟X線画像法によって土壌

内部で生起する諸現象の解明にさらなる展開を期

待できる。また，これらの研究成果から，とくに

土壌中の水分動態を左右する保水性や透水性など

の決定因子とその決定機構を求めることにつなが

る。たとえば，圃場規模の水分分布等を精確に把

握し適切に制御することが栽培管理上重要な農業

生産分野においてはとくに大きな意義を持つと考

えられる。
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誘導されることも確認できた。これらの結果は、

stageE-Fまでは左右両体側の前駆細胞はともに、

成体型黒色素胞、虹色素胞、黄色素胞にも分化す

ることができ、左右対称性を維持しているが、

stageGにはすでに左右両体側に分布する前駆細

胞が無眼側においてこれら色素細胞に分化できな

い非対称性が生じていることを強く示唆した。さ

らに、コルチゾルの分泌が増大するstageE-Fに

コルチゾルを投与することで、成体型黒色素胞と

黄色素胞の分化を誘導したことから、内因性のコ

ルチゾルが変態期における成体型黒色素胞と黄色

素胞の分化に関与している可能性をも強く示唆し

た。同時に、コルチゾルの投与によって両面有色

個体の出現が増大したことら、変態期のストレス

が体色異常発生の要因となりうる可能性も示唆さ

れた。



修士（生物資源学）学位論文106名

【平成23年度】（平成23年9月修了）

資源循環学専攻

QIANJIAYING：上海市スーパーマーケットにお

ける水産物販売の現状と課題

－Auchan南匯店を事例として－

共生環境学専攻

BIFENGTING：自然エネルギーの複合利用にお

ける最適エネルギー配分

GUNAN ：シングルグローサシューの推進

力に関する研究

生物圏生命科学専攻

ZANGHAOKUN：Bacterialdiversityinthegutof

abaloneHaliotisgiganteaduring

probioticsfeedingperiod

（プロバイオティクス添加時に

おけるメガイアワビ消化管内細

菌相の解析）

ZHU XIXI ：Growthanalysisofanendan-

geredcyprinidHemigrammocypris

rasborella.

（絶滅が危惧されるコイ科魚類

カワバタモロコの成長解析）

TANGYASONG：中国及び日本に分布する

Corbicula属二枚貝の系統類縁関

係に関する研究

笹 子 由希夫：日本産ハマトビムシ科端脚類の

分布と分子系統解析

【平成23年度】（平成24年3月修了）

資源循環学専攻

鈴 木 陽 子：ネギ混植によるウリ類つる割病

抑制効果と根圏微生物との関係

性に関する研究

田 中 春 菜：低pH条件下におけるササゲ属

植物の生育特性に関する研究

久 行 雄 大：黒ボク土の水分保持曲線におけ

るヒステリシスについて

神 田 憲：スサビノリ抽出ルテインの網膜

保護作用に関する研究

小 林 崇 也：Clostridiumjosui由来ファミリー

9セルラーゼの発現とミニセル

ロソームに関する研究

松 本 絵 美：Ochromonasdanica由来β-グルカ

ン分解酵素の精製と特性解析

－ホスホリラーゼによるβ-グ

ルカン合成反応への関与－

向 井 工 智：中枢神経系における核小体タン

パク質 B23の機能に関する研

究

山 本 恭 輔：画像解析を用いた農産物の品質

評価および品種識別に関する基

礎的研究

柴 田 和 彦：中国での日本水産企業の事業展

開とその課題～上海市A社，B

社を事例に～

ZHANGTING：南京市の経済発展と環境問題

ZHOUYING ：中国経済発展地域における農民

専業合作社の展開

－販売活動を中心として－

共生環境学専攻

伊 藤 一 生：エクセルソフトを用いた斜面安

定解析による堤防補強デザイン

チャートの開発に関する研究

鹿 島 崇 弘：イタセンパラ保護池のための水

環境モデルの作成とその応用

北 中 健 吾：底泥からの溶出と沈降に関する

データ解析方法改善の試行

WANGXINYUE：デジタルカメラ画像を用いた水

稲の栄養状態推定に関する研究

浅 野 諭：イチゴ選果ロボットのための果

実3次元形状計測システムの開

発

井 本 尚 宏：シングルグローサシューの推進

力に関する研究

大 井 高 志：機械適応性向上のためのキャベ

ツ苗斉一化技術の開発

－各個体の光条件を考慮したセ

ル成型苗生育モデル－

大 島 佑 介：水耕栽培における塩ストレスが

ミニトマトの生育および果実収

量と品質におよぼす影響

大 西 達 也：農作業知的支援のための作業基

本動作認識システムの開発
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国 武 大 祐：レーザを用いた害虫の物理的防

除

－防除システム光学系の校正－

栗 山 翔 太：施設栽培における省エネルギー

化のための太陽光発電装置の開

発

新 堂 達 哉：植物の生育に及ぼす根圏高水温

環境の影響について

滝 浩太朗：生産設備診断技術に関する基礎・

応用研究

－エアーフィルターの目詰まり

診断法と回転機械構造系異常の

診断法－

新 村 夏 人：生物生産用の知的ロボットハン

ドに関する研究

－把持センシング性能向上と知

的制御について－

舟 橋 皓：魚類の水中給餌法に関する研究

古 田 隆 一：熟度判定機能を有する桃収穫用

エンドエフェクタの基礎開発

松 岡 広 朗：堆肥熱発電を利用した堆肥生産

管理システムの開発

森 本 隆 太：魚類の自発センサ評価に関する

基礎研究

－ワキンにおける自発センサの

発光強度の影響について－

朽 名 伸 士：ねじり試験体の断面形状がねじ

りせん断特性におよぼす影響

塚 本 裕 紀：Self-andCross-condensationsを

応用する天然リグニンの高次構

造制御システム

西 村 直 紀：鋼管製ドリフトピン接合を用い

た木質耐震シェルターの強度性

能

山 本 亮 太：リグノフェノールのアルカリ系

逐次変換の追跡

伊 藤 匡 史：TheRelationshipbetweenthe

ArcticSea-iceRecoveryandAt-

mosphericCirculationsinAu-

tumn

（秋季における北極の海氷回復

と大気循環の関係）

大 橋 達 矢：水の酸素安定同位体比を用いた

乾燥地植物の夜間の気孔コンダ

クタンスと露利用の解明

緒 方 香 都：InfluenceoftheAntarcticsea-

ice anomaly upon largescale

atmosphericcirculationsinthe

SouthernHemispherebyusing

AGCM

（大気大循環モデルを用いた南

極周辺の海氷が大気循環に与え

る影響）

奥 村 小 織：湖底堆積物の炭素同位体と粒度

分析を用いた過去1000年の気

候と社会の変動に関する研究

北 田 圭 吾：ANewConceptforEnvironmen-

talAssessmentsonthebasisof

theLacunarityImageAnalysis

（ラクナリティ画像解析を用い

た環境評価の新しい概念の構築

と利用）

榊 原 朱 里：太陽活動が地球の気候変化に与

える影響に関する研究

坂 田 晴 香：南極氷床コアの永年ダスト記録

を用いた氷河時代における気候

遷移メカニズムの解明

佐々木 一 憲：「企業の森」とCO2吸収量評価

認証制度による森林整備手法の

分析

嶋 田 直 人：日本におけるガン類の越冬地選

好性の推定とその要因の検討

谷 村 元 豊：三重県大台町における木質バイ

オマス有効利用可能量の推定

西 川 はつみ：Meso-scaleatmosphericanticy-

clonedisclosed byinnovative

radiosondeobservationoverthe

Kuroshio-Oyashiofront.

（海洋前線上で実施した革新的

なラジオゾンデ観測によって明

らかとなったメソ高気圧）

野 澤 拓 矢：新聞記事を用いた風力発電施設

のイメージ変遷の把握

原 菜 那：炭素安定同位体比を用いた乾燥

地植物の耐塩性の評価

後 藤 大 輔：グラウンドアンカーの緊張力分

布を基にした法面の健全度評価

について
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中 本 隆 之：地形的要因が山地渓谷林構成樹

種の空間分布と萌芽特性に及ぼ

す影響

安 藤 啓 介：出猟報告を用いた三重県におけ

るイノシシとシカの個体群動態

の解析

生物圏生命科学専攻

浅 田 美 穂：ハナショウブからの成分抽出と

構造解析および機能性の探索

神 田 佳 幸：白甘藷β-アミラーゼの触媒残

基の同定とその役割

来 馬 啓 介：DNAメチル化レベルの減少が

複製フォーク進行に与える影響

佐 藤 真 広：脂肪細胞が分泌する膜小胞

（ADM）の機能性に関する研究

杉 浦 健 太：受動的 DNA脱メチル化後の

DNA損傷誘導機構の解明

中 条 友 紀：ヤママリン誘導体のアミノ酸置

換による休眠誘導能強化と環状

類縁体への展開

長 崎 はるか：炎症センシングを可能とする脂

肪細胞株の樹立

永 野 彰 彦：Clostridium cellulovoransが生産

するセルロソーム形成キシラナー

ゼの発現系・精製系の構築と反

応速度論的解析

橋 口 晋 弥：デンプン結合ドメインタンパク

質のフォールディング機構とジ

スルフィド結合の効果

羽 立 直 樹：休眠ホルモン C末端断片誘導

体の N-メチルアミノ酸置換体

の合成と活性

服 部 友 洋：バクテリオファージφX174ス

パイク Hタンパク質のプロテ

アーゼ耐性ドメインの切り出し

と同定

樋 口 正 樹：パセリ成分の細胞増殖抑制に関

する研究

森 由香梨：食品に含まれる機能性成分が熱

ショックタンパク質HSP70の

ストレス応答に及ぼす影響

井 上 亮 太：三重県産藻類由来成分の血管機

能改善効果

鎌 田 真 史：高濃度酸素水を用いた底質改善

に関する研究

岸 和 希：酵母発現系を利用した紅藻スサ

ビノリPyAMT遺伝子の機能解

析

高 木 真裕子：熊野灘における表層から中深層

の動物プランクトン生物量と群

集組成の鉛直分布

武 市 有 未：紀伊半島沿岸域における底生性

渦鞭毛藻 Gambierdiscus属の出現

動態に関する研究

寺 尾 智 哉：アマゴにおける様々な漁場管理

方策の効果比較

長 尾 知 樹：キャッチ筋タンパク質のRNA

干渉法によるノックダウン

中 林 瑞 穂：アコヤ真珠の有機マトリックス

タンパク質に関する研究

林 知 崇：アマモ種子の発芽及び初期生長

過程に伴うエネルギー利用に関

する研究

藤 井 瑞 穂：繁殖方法や発芽水温がアマモ胚

軸毛の生長および形態におよぼ

す影響

水 谷 俊 介：植物生長調節剤によるノリ糸状

体の生長と成熟の制御

宮 松 亜 美：海草コアマモ群落の季節消長お

よびコアマモ場造成技術の開発

に関する研究

村 木 俊 彦：長期的高水温に対する応答・適

応反応に係わるアマノリ属藻類

遺伝子の探索

安 田 昂 平：緑藻不稔性アナアオサ UpRbcS

遺伝子を利用した大型藻類の形

質転換

横 谷 沙 季：キャッチ収縮をみちびくミオシ

ン・アクチン・トゥイッチン複

合体の分子形成機構の解明

今 井 良 輔：クリイロデオキスイの日周活動

川久保 理 惠：ホウレンソウの品質に及ぼすア

ミノ酸施与の影響

竹 内 久 男：イヌビワ果嚢数の季節消長と相

利共生者イヌビワコバチの生活

環

長 澤 恵 介：Annona属の甲虫媒花の香気の
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経時的変化と成分

樋 口 伸 一：帯化型在来品種「鶏頭大豆」の

改良に関する研究

松 田 智 貴：シロイヌナズナ属植物における

雌ずい細胞特異的トランスクリ

プトーム解析

間 野 静 雄：長良川におけるアユの小型化の

現状とその要因

磯 村 順 樹：ミトコンドリアDNAから見た

オイカワ・カワムツの移植の実

態

川 出 雄二郎：Clostridium族中温菌によるバイ

オリファイナリーに関する研究

小 林 由加子：飼育下におけるシロイルカのラ

ビング行動に関する研究

小 山 祐 介：鳥羽近海産ホシザメの生活史

佐 藤 友：アコヤガイにおける殻体基質タ

ンパク質遺伝子の発現と真珠品

質の関連

島 田 真 央：コイにおけるEdwardsiellatarda

に対する生菌ワクチンによる能

動免疫効果と鶏卵抗体（IgY）

による受動免疫効果に関する研

究

西 川 貴 啓：三重大学演習林におけるアマゴ

の移植効果の実証的検討

幅 祥 太：釧路沖に出現したシャチの個体

識別と群れ構成

福 岡 佑 太：タンガニイカ湖におけるアカメ

科魚類 Latesstappersii未成魚の

成長

藤 川 貴 久：コイ科魚類の紫外線受容に関わ

る視細胞の形態的特徴ならびに

視物質の分子進化

松 岡 祐一郎：金魚を用いた高難度タンパク質

に対する抗体作製

森 本 嵩 也：海産魚のウイルス性出血性敗血

症に対するホルマリン不活化ワ

クチンに関する研究

矢 田 裕 美：コイヘルペスウイルスとキンギョ

造血組織壊死症ヘルペスウイル

ス鶏卵抗体（IgY）の受動免疫

効果に関する研究

山 本 直 文：ダム湖におけるバイオテレメト

リー技術を用いた魚類の行動追

跡

SiskaArieSanty
Siahaan

：Powderymildewsofindonesia:

integratedanalysesofmorpho-

logicalandmolecularcharacter-

istics

（インドネシアのうどんこ病菌：

形態および分子系統学的解析）
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